
法人(事業所)理念   私たちは、関わるすべての人の物心両面の幸福を追求します 

支援プログラムの基本理念「できる」に変わる喜びを 

 少人数制でそれぞれの学習レベルに合わせながら進めます。できることを少しずつ増やしながら学習に対す

る息苦しさや抵抗感を軽減し、その子らしい学び方のお手伝いができるように取り組んでいます。 

 

営業時間：9 時 00 分～18 時 00 分   送迎：あり 

 

放課後プラスの支援方針 

〇個別学習(少人数制) 

・一人ひとりに合わせたスモールステップの課題 

・特性に配慮した負担感の少ない学習方法 

・生活の中で必要な知識・技能(お金の数え方や時間の考え方)などのフォロー 

〇グループ活動 

・生活や学習の土台となる「見ること」や「聞くこと」等をテーマにした認知トレーニング 

・遊びの中でソーシャルスキルを身に付け、小集団や友だちとの関わり方をバックアップ 

〇表現あそび 

・自分の感性を自由に表現することによる、「できた」という成功体験の積み重ね 

・絵の具などの画材を使った表現活動をたのしみながら、学習にも必要な手指の巧緻性の向上 

 

放課後プラスの５領域の支援 

1． 健康・生活 

構造化を意識した教室のレイアウト・掲示、行動や感情の調整方法、衣服の着脱・身だしなみの整え方、 

他者への主体的な働きかけ方のモデル提示 

2． 運動・感覚 

正しい姿勢での学習、手指の巧緻性の向上にアプローチした活動、 

ビジョントレーニング(目と手指の協応)、感覚特性を踏まえた環境調整の支援 

3． 認知・行動 

認知特性等を踏まえた情報処理の支援、具体物の操作や遊びから数の認知形成、 

認知トレーニングや遊びから空間把握の認知形成、小集団での活動で適切な行動形成 

認知の偏りに対するリフレーミング、季節の変化への興味など感性形成 

4． 言語・コミュニケーション 

言語・非言語問わず適切なコミュニケーション手段の選択・活用の支援 

特性に応じた読み書きの支援、SST 等による状況に応じたコミュニケーションの選択 

コミュニケーションによる表出の良さの獲得 

５．人間関係・社会性 

 穏やかな関わりを通して愛着形成・情緒安定、お金の数えや金銭の課題を通じて買い物の疑似学習 

時刻や経過時間を扱った予定管理の課題提示、遊び等を通じて集団ルールの必要性の理解 

 他者との関わり方のモデル提示・関わりの促し、地域施設などの社会見学(夏季休暇時) 


